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吉川柴和　会長
平成二十年度のシンビオ社会研究会の活動を振り返って

シンビオ社会研究会の会員情報

随想
⊥運転員気質とディジタル化

活動報告
一第三回G－ COEエネルギーセミナー

「中国の環境問題と大連理工大学の取り組み」報告
一国際カフェサロンの試みと展望
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会
長
挨
拶

平
成
二
十
年
度
の
シ
ン
ビ
オ
社
会
研
究
会
の
活
動
を
振
り
返
っ
て

当
会
は
、
科
学
技
術
と
人

社
会
・
環
境
と
の
調
和
を
目
指
し
て
、
講
演
会
等
に
よ
る
社
会
啓
発
、
研
究

調
査
、
国
際
協
力
の
3
本
立
て
で
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
年
度
の
事
業
計
画
で
は
、
国
際
カ
フ
ェ
サ
ロ
ン
の
継
続
、
第
二
回
「
二
十
一
世
紀
の
共
生
型
原

子
力
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
国
際
会
議
」
　
〓
S
S
N
P
N
0
0
∞
）
の
中
国
ハ
ル
ビ
ン
で
の
開
催
、
大
連
で
の
環
境
・
省

エ
ネ
日
中
共
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
な
ど
、
国
際
事
業
に
力
を
入
れ
る
も
の
で
し
た
。
昨
年
の
国
際
カ
フ
ェ

サ
ロ
ン
は
、
一
昨
年
と
若
干
趣
向
を
変
え
て
の
開
催
で
参
加
者
に
好
評
を
博
し
ま
し
た
。
大
連
で
の
環
境
・

省
エ
ネ
日
中
共
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
計
画
は
中
止
し
、
替
わ
る
行
事
と
し
て
京
大
で
の
第
三
回
？
C
O
m
エ
ネ
ル
ギ

ー
セ
ミ
ナ
ー
を
京
大
エ
ネ
ル
ギ
ー
科
学
G
占
○
［
の
支
援
で
開
催
し
、
一
応
の
目
的
は
達
成
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
ら
2
つ
に
つ
い
て
は
、
本
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
に
報
告
記
事
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

ま
た
一
S
S
弓
N
0
0
∞
は
主
催
の
ハ
ル
ビ
ン
工
程
大
学
核
科
学
工
学
科
の
尽
力
で
成
功
裏
に
終
わ
り
ま
し
た
。

詳
細
は
シ
ン
ビ
オ
社
会
研
究
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
そ
ち
ら
に
譲
り
ま
す
が
、
筆
者

自
身
は
、
平
成
二
十
年
五
月
か
ら
ハ
ル
ビ
ン
工
程
大
学
の
学
術
大
師
（
英
語
で
は
マ
ス
タ
ー
プ
ロ
フ
エ
ツ
サ

ト
）
を
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に
な
り
、
一
S
S
等
N
0
0
0
0
開
催
の
他
に
、
当
地
に
て
原
子
炉
物
理
、
熟
流
動
、
運

転
支
援
シ
ス
テ
ム
、
リ
ビ
ン
グ
P
S
A
な
ど
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
計
三
回
海
外
か
ら
専
門
家
を
招
碑
し
て
の

国
際
セ
ミ
ナ
ー
の
企
画
実
施
を
支
援
す
る
た
め
、
ハ
ル
ビ
ン
へ
の
往
来
の
多
い
年
で
し
た
。
シ
ン
ビ
オ
社
会

研
究
会
会
員
の
方
々
に
は
、
ハ
ル
ビ
ン
で
の
国
際
会
議
へ
の
参
加
以
外
に
各
セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
と
し
て
の
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
感
謝
し
ま
す
。
今
年
度
も
、
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
や
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
を
予
定
し
て
お
り
、
講
師
な
ど
の
形
で
よ
り
多
く
の
方
々
に
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
た
く
、
皆
様
の
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

副
会
長
の
杉
万
先
生
が
こ
こ
三
年
間
進
め
ら
れ
た
「
原
子
力
組
織
の
学
習
す
る
組
織
に
よ
る
安
全
文
化
醸

成
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
予
期
以
上
の
成
果
を
上
げ
て
終
了
し
ま
し
た
。
五
月
八
日
の
通
常
総
会
の
日
に
、
杉

万
先
生
、
石
井
先
生
に
三
年
間
の
研
究
成
果
を
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
年
度
の
活
動
計
画
で
は
、
国
際
交
流
以
外
に
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
新
た
な
研
究
調
査
に
も
取
り
組
み
た

く
、
本
年
度
も
会
員
の
皆
様
の
一
層
の
ご
参
画
と
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
シ
ン
ビ
オ
社
会
研
究
会
　
会
長
　
吉
川
　
柴
和



役員リスト
役職名 �氏名 � �役割 �����′ 乾き環宗 

会長 �吉川　柴和 � �総括・総務 

副会長 �杉万　俊夫 � �事業統括 

理事 �若林　靖永 � �社会啓発事業 

理事 �下田　宏 � �学術事業 

理事 �長松　隆 � �社会啓発事業　　　ご＝こう㌧＝＝．ニ 

理事 �石井　裕剛 � �学術事業 �����菱 十‡  締 � 

理事 �伊藤　京子 � �社会啓発事業 

理事 �作田　博 � �学術事業 ����� �薫㍉一筆‾二一一d ＿、登．‾＿ 蒸・ ●  

理事 �松本　英治 � �国際連携事業 

理事 �丹羽　雄二 � �学術事業 

理事 �久郷　明秀 � �社会啓発事業 

理事 �西川　佳秀 � �社会啓発事業 

理事 �五福　明夫 � �国際連携事業 

理事 �山本　倫也 � �学術事業 

理事 �手塚　哲央 � �国際連携事業 

理事 �千種　直樹 � �社会啓発事業 

理事 �吉田　民也 � �社会啓発事業 ��� � � 

理 �札洋′  � � � � � � � � 業 � 

監 �、可k蓼 � �■ l … －  � � � �l  � ■ ■  ��� 

巨と �‾＝＝　丁一遍 � � � � � � � 
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会員の種類
シンビオ社会研究会の会員には次の4種類があります。
1．正会員　2．登録会員　3．賛助会員　4．海外連絡会員
海外連絡会員は、理事会の推薦で会長が海外の個人に委嘱しています。

各会員の入会金、年会費とサービス内容は、下表の通りです。なお、海外連絡会員
は、入会金、年会費は不要です。また、2007年度より次のようにしています。
● 本会の行う活動行事等にご参加の方には、ご本人の同意を得て登録会員になって
もらうようにしております（入会金、年会費不要）。登録会員から正会員への変
更には入会金は不要です。

● 正会員で2年間正会員費を滞納されると自動的に登録会員に変更します。

入会の方法
シンビオ社会研究会のホームページをご覧の上、ホームページより会員入会申込書
をダウンロードして、左記のいずれかの方法で申込書をご送付下さい。
● 郵送の場合
〒606－ 8306　　京都市左京区吉田中阿達町37－ 1
マ・メゾン102号室
シンビオ社会研究会事務局　あて
● 電子メール添付の場合
シンビオ社会研究会　事務局メール　symbi o＠ni ke．eonet．ne．j p

正会員 �登録会長 �賛助会員 

入会金 �1000円　‾ �なし－  �なし 

年会費 �2000円 �なし �50000円／1口 
ニュースレター �郵送いたします �－  �郵送いたします 

講演会のメール案内 �あり �あり �あり 

協賛行事のメール案内 �あり �あり �あり 
セミナーの割引∴： �あり �なし �あり 

見学会の割引 �あり �なし �あり 
ホームページから活動 　報告の入手 �あり �なし �あり 

稔会での議決権、役鼻 選挙権、役員被選挙権 �あり �なし �なし 

ホームページでの賛助 会員の明記及びリンク �－  �－  �あり 

シンビオの各種プロジェ クト活動の案内 �あり �なし �あり。口軌こ応′ ■  じた人数に参加 いただけます。 



PWR新型中央制御盤での運転訓練風景

大
須
賀
　
安
産

さ
ん
か
ら
寄
稿
、

三
十
年
或
い
は
そ
れ
以
上
の
年
月
を
運
転
員
一
筋
に
務
め
て
き
た
人
は
独
特
の
美
学
を
身
に
纏
っ
て
い
る
。
運

転
員
の
キ
ャ
リ
ア
は
現
場
巡
視
員
か
ら
始
ま
り
、
回
転
機
器
の
僅
か
の
異
音
、
制
御
弁
の
不
自
然
な
動
き
等
の
見

極
め
方
を
先
輩
、
上
司
に
教
え
ら
れ
て
身
に
付
け
る
。
中
央
制
御
室
で
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
、
原
子
炉
設
備
の
操
作

を
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
て
も
上
司
か
ら
細
か
く
指
導
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
十
年
、
二
十
年
経
つ
う
ち
、
そ
の
仕

事
振
り
を
認
め
ら
れ
た
者
が
当
直
長
の
職
に
就
く
。
発
電
所
の
運
転
は
決
め
ら
れ
た
規
則
に
沿
っ
て
進
め
ら
れ
る

が
、
細
部
ま
で
書
き
物
に
な
っ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
イ
ザ
と
言
う
時
、
自
分
の
考
え
を
持
っ
て
、
自
ら
判
断
す

る
運
転
員
は
、
身
体
で
覚
え
た
こ
と
し
か
信
用
し
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
自
分
の
仕
事
の
結
果
に
誇
り
を
持
ち
、

他
人
に
口
を
挟
ま
れ
る
の
を
嫌
う
。

蒸
気
発
生
器
給
水
制
御
弁
を
手
動
で
切
り
替
え
て
い
た
頃
、
古
株
の
運
転
員
は
自
分
の
経
験
を
目
一
杯
使
っ
て

操
作
し
、
水
位
、
流
量
変
化
が
滑
ら
か
に
記
録
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
満
足
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
こ
の
よ

う
な
運
転
員
気
質
は
日
本
だ
け
で
も
な
さ
そ
う
だ
。
二
十
年
以
上
前
、
フ
ラ
ン
ス
の
発
電
所
で
研
修
を
し
て
い
た

頃
、
顔
見
知
り
の
運
転
員
が
「
ロ
ー
ド
フ
ォ
ロ
ー
運
転
中
の
原
子
炉
の
軸
方
向
出
力
分
布
の
動
き
を
グ
レ
イ
ロ
ッ

ド
の
操
作
で
上
手
く
制
御
し
て
い
る
だ
ろ
う
」
と
自
慢
し
た
こ
と
が
あ
る
。

し
か
し
、
給
水
制
御
弁
の
切
り
替
え
は
自
動
化
さ
れ
、
運
転
員
が
長
い
間
掛
か
っ
て
培
っ
て
き
た
技
量
を
発
揮

す
る
機
会
は
な
く
な
っ
た
。
ま
た
、
デ
ィ
ジ
タ
ル
型
制
御
盤
の
採
用
に
よ
り
、
当
直
長
と
部
下
の
運
転
員
の
関
係

も
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
当
直
長
は
若
い
頃
に
身
に
付
け
た
知
識
や
経
験
で
若
い
運
転
員
の
指
導
す
る
こ
と
に
躊
躇

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
操
作
卓
の
C
R
－
、
V
D
＝
操
作
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
と
共
に
育
っ
た
若
い
運
転
員
の

ス
ピ
ー
ド
に
敵
わ
な
い
。
在
来
型
制
御
盤
で
当
直
長
の
目
で
あ
り
、
手
で
あ
っ
た
運
転
員
は
、
口
ご
も
る
当
直
長

に
戸
惑
う
こ
と
な
る
。

か
っ
て
当
直
チ
ー
ム
に
は
知
識
と
技
量
に
裏
打
ち
さ
れ
た
年
功
序
列
型
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
が
あ
っ
た
。
先
輩
、

上
司
は
、
若
い
運
転
員
に
と
っ
て
、
単
に
職
制
の
上
位
者
で
は
な
く
知
識
と
技
能
に
優
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
。
発

電
所
設
備
が
新
し
い
技
術
に
更
新
さ
れ
て
い
く
ス
ピ
ー
ド
と
運
転
員
の
年
代
構
成
と
の
間
に
微
妙
に
敵
齢
が
生
じ

始
め
て
い
る
。
長
年
当
直
チ
ー
ム
を
支
え
て
き
た
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
が
崩
壊
す
る
こ
と
に
よ
り
、
運
転
員
気
質
も
変

わ
り
つ
つ
あ
る
。
何
ご
と
に
よ
ら
ず
、
古
い
も
の
に
代
え
て
新
し
い
も
の
を
採
用
す
る
時
に
は
新
し
い
秩
序
が
要

る
。
こ
の
こ
と
は
、
複
雑
な
ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
を
持
つ
原
子
力
発
電
所
の
設
備
と
運
営
に
つ
い
て

も
当
て
は
ま
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。



第三回GCOEエネルギーセミナー会場風景
（大連環境保護局HUA教授発表）

第
三
回
？
C
O
m
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ミ
ナ
ー

「
中
国
の
環
境
問
題
と
大
連
理
工
大
学
の
取
り
組
み
」
報
告

牒
遂
聯
悠
徽
漆
勝
野
筏

吉
川
　
柴
和
　
記

平
成
二
十
年
度
に
開
催
予
定
だ
っ
た
「
日
中
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
中
国
側
事
情
で
中
止
に
な
っ
た
。
そ
れ

に
替
わ
る
行
事
と
し
て
、
京
大
エ
ネ
ル
ギ
ー
科
学
G
I
C
O
m
支
援
で
平
成
二
十
一
年
三
月
二
日
に
6
－
C
O
m
エ
ネ
ル

ギ
ー
セ
ミ
ナ
ー
を
京
大
で
開
催
し
た
。
当
日
は
大
連
理
工
大
学
環
境
生
命
学
院
か
ら
X
i
e
ぎ
a
コ
院
長
、
〓

空
ヨ
i
コ
教
授
と
大
連
環
境
保
護
局
高
級
工
程
師
エ
u
a
 
X
i
u
J
i
コ
g
教
授
が
来
日
し
、
京
大
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
科

学
G
ム
○
［
リ
ー
ダ
ー
の
八
尾
　
健
教
授
を
初
め
三
つ
の
環
境
関
連
の
？
C
O
m
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係
者
、
京
都
府

お
よ
び
府
下
自
治
体
な
ど
か
ら
多
数
の
参
加
が
あ
っ
た
。
当
日
は
、
大
連
訪
問
者
か
ら
次
の
よ
う
な
中
国
お

よ
び
大
連
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
問
題
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

（
〓
A
i
ヨ
；
教
授
）
中
国
は
八
十
年
代
の
改
革
開
放
以
来
急
激
に
経
済
発
展
し
て
い
る
。
そ
の
発
展
を

支
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
七
十
％
は
国
内
炭
に
依
存
し
、
最
近
爆
発
的
な
車
増
加
に
よ
り
石
油
需
要
が
国

内
石
油
生
産
を
上
回
り
輸
入
に
頼
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
石
炭
燃
焼
と
車
の
排
気
ガ
ス
で
都
市
の
環
境
悪

化
が
進
み
炭
酸
ガ
ス
排
出
量
で
中
国
は
米
国
に
次
い
で
世
界
第
二
の
排
出
国
と
な
っ
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

と
経
済
成
長
の
地
域
的
不
均
衡
の
中
、
中
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
問
題
の
解
決
に
、
省
エ
ネ
推
進
、
原
子
力

と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
、
炭
酸
ガ
ス
貯
蔵
・
隔
離
技
術
の
開
発
に
期
待
し
て
い
る
。

（
≡
e
 
Q
u
a
コ
　
教
授
）
中
国
の
水
資
源
の
分
布
は
、
西
北
低
・
東
南
高
と
偏
り
、
1
人
当
た
り
水
使
用
量

は
世
界
平
均
の
1
／
3
以
下
で
、
水
資
源
は
不
足
し
て
い
る
。
ま
た
水
質
悪
化
進
行
の
た
め
政
府
が
環
境
基

準
を
厳
し
く
し
た
。
水
処
理
技
術
の
高
度
化
と
、
水
不
足
解
決
に
水
の
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
向
上
が
必
要
で
あ

る。

（
コ
u
a
≡
u
」
；
g
教
授
）
大
連
は
中
国
有
数
の
環
境
モ
デ
ル
都
市
だ
が
、
空
気
環
境
、
水
環
境
、
生
活
廃

棄
物
処
理
の
更
な
る
向
上
が
求
め
ら
れ
る
。
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ド
の
エ
コ
ロ
ジ
化
、
原
発
・
風
力
発
電
・
新

エ
ネ
自
動
車
と
い
っ
た
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
地
下
鉄
、
第
3
空
港
な
ど
の
都
市
イ

ン
フ
ラ
整
備
に
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
る
。
最
新
技
術
導
入
で
日
本
と
の
協
力
を
期
待
し
て
い
る
。



2008年講師との質疑の風景

2007年パネル討論の風景 フ
エ
サ
ロ
ン
の
試
み
と
展
望

久
郷
　
明
秀

社
会
と
科
学
技
術
の
接
点
を
強
め
る
た
め
、
英
国
発
祥
の
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
に
倣
い
、
“
国
際
カ
フ
ェ
サ
ロ

ン
”
を
開
催
し
て
い
る
。
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
は
科
学
者
が
研
究
の
意
義
を
社
会
に
語
り
か
け
る
試
み
と
し
て
始

ま
っ
た
。
私
た
ち
は
科
学
者
が
市
民
と
語
り
合
う
場
と
し
て
、
科
学
技
術
に
限
定
せ
ず
、
社
会
的
ト
ピ
ッ
ク
ス
を

広
く
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
国
際
的
視
点
か
ら
議
論
し
、
科
学
技
術
の
意
義
を
確
認
し
合
う
場
を
提
供
す
る
企

画
を
始
め
た
。
私
た
ち
の
国
際
カ
フ
ェ
サ
ロ
ン
は
、
ま
だ
試
行
錯
誤
段
階
だ
が
、
海
外
の
視
点
を
入
れ
て
市
民
と

研
究
者
が
と
も
に
語
り
合
う
こ
と
か
ら
社
会
に
科
学
技
術
へ
の
認
識
が
高
ま
る
の
を
期
待
し
て
い
る
。
具
体
的
に

は
日
本
在
住
の
海
外
の
有
識
者
に
1
時
間
ほ
ど
講
演
し
て
も
ら
い
、
そ
の
後
、
フ
ア
シ
リ
テ
ー
タ
の
進
行
で
講
演

者
と
聴
衆
に
よ
る
質
疑
応
答
、
そ
の
後
懇
親
会
で
親
交
を
深
め
る
。
N
0
3
年
度
に
は
「
国
際
文
化
比
較
論
＝
文
化

・
科
学
■
技
術
と
教
育
の
関
わ
り
」
、
N
0
0
∞
年
度
は
「
日
本
人
と
欧
米
人
の
リ
ス
ク
認
知
の
違
い
－
リ
ス
ク
情
報

を
ど
う
捉
え
る
か
？
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
た
。

N
0
0
」
年
度
は
、
米
国
、
仏
、
ノ
ル
ウ
エ
し
日
本
か
ら
4
名
の
講
師
を
招
き
、
そ
れ
ぞ
れ
自
ら
の
体
験
を
基
に

し
た
日
本
社
会
の
文
化
的
特
徴
を
述
べ
て
も
ら
っ
た
後
で
パ
ネ
ル
討
論
し
、
さ
ら
に
聴
衆
と
意
見
交
換
し
て
も
ら

っ
た
。
社
会
人
・
教
育
界
・
大
学
生
二
高
校
生
な
ど
約
4
0
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

N
0
0
0
0
年
度
は
社
会
人
、
大
学
関
係
者
な
ど
約
3
0
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。
N
0
0
q
年
度
の
講
師
発
表
時
間
が
少
々
長
く
、

聴
衆
と
の
質
疑
の
時
間
が
物
足
り
な
か
っ
た
の
で
、
講
師
を
二
人
に
絞
り
、
フ
ラ
ン
ス
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
方
を
招
い

て
、
欧
米
と
日
本
の
リ
ス
ク
の
と
ら
え
方
に
つ
い
て
研
究
成
果
や
体
験
を
述
べ
て
も
ら
っ
た
後
、
パ
ネ
ル
討
論
は
行
わ

ず
・
直
ち
に
聴
衆
を
交
え
て
意
見
交
換
す
る
形
式
に
変
え
た
。
初
回
の
パ
ネ
ル
討
論
や
意
見
交
換
の
場
で
は
、
大
学
院

博
士
課
程
の
若
手
研
究
者
に
フ
ア
シ
リ
テ
ー
タ
を
お
願
い
し
た
。
ま
た
会
場
配
置
は
、
初
回
は
パ
ネ
リ
ス
ト
が
壇
上
に

並
ぶ
ス
ク
ー
ル
形
式
だ
っ
た
が
・
2
回
目
は
講
師
と
聴
衆
を
近
づ
け
る
た
め
に
机
を
取
り
払
い
、
講
師
を
中
心
に
椅
子

だ
け
を
扇
形
に
配
置
す
る
や
り
方
に
し
て
好
評
だ
っ
た
。

科
学
技
術
の
専
門
化
・
細
分
化
の
結
果
、
我
が
国
で
科
学
技
術
が
一
般
市
民
か
ら
遠
く
に
離
れ
て
し
ま
い
、
内
容
が

「
良
く
分
か
ら
な
い
」
、
さ
ら
に
は
「
誤
解
」
か
ら
短
絡
的
に
「
危
険
」
と
忌
避
さ
れ
る
現
状
が
、
海
外
の
視
点
を
取

り
入
れ
る
こ
と
で
改
善
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

今
年
度
は
開
催
日
を
こ
れ
ま
で
の
金
曜
日
午
後
か
ら
土
曜
日
に
変
え
て
、
高
校
生
や
大
学
生
、
そ
し
て
週
末
に
仕
事

を
終
え
た
社
会
人
が
気
楽
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。
今
年
も
多
数
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。



2008年度の主な活動実績
2008年

5月9日　　第1回理事会t通常総会
・大連フォーラム2008事前説明会

9月8－ 10日ISSNP2008（中国・ハルビン工程大学）
10月24日　国際カフェサロン「日本人と欧米人のリスク認知

の違い～リスク情報をどう捉えるか？J
11月14日　第2回理事会・講演会「新たなコミュニケーション

のヒューマンインタフェース」
12月12日　公開ワークショップ「原子力組織の安全文化醸成」

2009年
1月23日　第3回理事会・シンビオ技術交流会
3月2日　　GCOEエネルギーセミナー：中国の環境問題と大

連理工大学の取り組み
3月8日　　第4回理事会

・「エネルギー・環境問題の国際動向」講演会

2009年度の主な活動予定
2009年
5月8日　　第1回理事会・通常総会■ シンビオ講演会

（京大会館）
7月31日－ 8月1日　原子力HMS夏期セミナー

（キャンパスプラザ京都）
8月20－ 22日ZERO－ CARBON ENERGY Kyot o2009

（京大百周年記念館）
10月31日　第2回理事会・国際カフェサロン

（京大芝蘭会館）
11月　　　研究談話会（インタラクティブセッション）

（日時場所未定）
11－ 12月　新リスク学セミナー（日時場所未定）

2010年
1月22日　第3回理事会・シンビオ技術交流会
3月5日　　第4回理事会

・「エネルギー・環境問題の国際動向」講演会
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